
「しんかい2000」による駿河湾潜航

言語: jpn

出版者: 

公開日: 2015-04-27

キーワード (Ja): 

キーワード (En): 

作成者: 里村, 幹夫

メールアドレス: 

所属: 

メタデータ

https://doi.org/10.14945/00008285URL



55号(1987) 

l はじめに

は、 VLBI

きを実測すること

カルな地殻変動の

「

にある

しミ J 

村幹夫*

などの しい技術を用いて、地球のプレートの

されつつある O また、プレート運動に伴うロー

に加え、これも宇宙新技術である GPS(汎地球

されつつある O しかし、これらはすべて陸上における測定手段であり、

を実測することには向い

対

思 1



の

るO

る
}
r
r
)
 

ずで

レプ

に代わる

あわせて、アピ

日に「しんかい 2000J

138035.3¥水深 1，929

については、

1986 

し~。

m トラフが細くくように

e他、に詳しいので、
、?でア

」伊 仏閣静 としユつ ものを中心

間

ら fしん い 2000J っしまJ に「なつ

いるのかと ってい 、 えは/ふさ ート け

ま くとボ ト とロ り げられ、「なつしまJ

2 

しまj

「なっしま j 2 

に乗り抄つル O まったときから、一般の人に

200気圧も

があったが、売合というとフェリー

えにより

ろうかというカヨかかるところま

り、その聞にパイロット 2人と 3人が入

まアこ、

入つ

る)

ど

に潜航する

3 )船内に入り、

らと打ち

られてfし

いてみると、船

自由もかなりき

も

の

んかい 2000J

内 えてい

くし、また小水なら ということで、か

14-

り込む

3 での「しんかい2000J



り安心した。おかげで、その夜は我慢しなければ
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とができた。

3 潜航

日の朝、少

めた。外

していたのか、

もなく、

つしまj

ユすることも

o 9時 30分に「しん

8 

て)JC 0 

を出ると少

なく、

かい 2000Jに

を

められ母船に市り

り

れ
什
/切 亭

)

。

窓、からマリン

しく、

うなも

。

え」

h
け
ノ

L
よ

り

リ

と

ところ

、
'7、

'--酬

号れた fしんかい2000J

A 

り

し

の fしんかい2000J

し

り、

1-伊

右」 じ しかなか Iし



7 1)ッブルマークのついた砂泥のトラフ

9 清水港埠頭で、の重力測定

助タンクの水を一杯にしてもらって、何とか測定ができた。それでも、少し

計のレベルが狂うような環境での測定で、精密測定としてはよいデータ

る。

を変えるだけ

2台の重力計により測定したが、 9 )では 10~20μgal であっ

たのに対し、海底では約 130μgalもあった。

した。できるだけ見やすい位置にと思ったが、マニピュレータで置ける

むずかしい。苦労して置いた標識だが、将来これを捜し出せるだろうか。

10)を2

に制限があり、なかなか

せっかく着癒したのだから、この地点、の砂擦を持って帰ろうと思ったが、持っていっ

10)では砂擦の採取は無理だということで、採取はあきらめて静岡方面へ移動を開始した。少し

いたところにリップルマークがついた砂泥があったので、ここで採取を試みた。しかし、

きささつでも、持ち上げると管の中に入ったはずの砂泥が水中に拡散してしまい、なかなかうまくい

かない。砂のようなものが少し管の中に残ったので、とりあえずそれを持ち帰ることにした。砂泥を

採るとき「しんかい 2000Jの向きを変えたが、そのとき砂泥の上にみえた我々の通った跡が印象的だっ
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2 トうフ底に してからトラフ斜面 るまでの「しんかい2000Jの競跡
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デオテープが残った。これは後のまとめにたいへ

ん役立った。

午後 2時に海底から離れた。それまでの興奮と

緊張から解放され、くつろいだ気持ちで浮上した。

3時 17分に海部に到着。大きな揺れもなく「なつ

しまJに回収していただいた(写真 13)。潜航前の

不安はどこかに消え、また機会があればぜひ潜り

たいという気持が強く残った。

写真13 浮上した「しんかい2000Jの間収作業に向

かうポート
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